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 未来を見据えた町の指針。主要事業をご紹介します 
支
え
合
う
ま
ち
♡
し
か
お
い
実
現
の
た
め

「
愛
・
夢
・
笑
顔　

　
　
　
　
　
　

あ
ふ
れ
る
未
来
へ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
追
町
長
　
　
喜
井 

知
己

令和４年度

　令和４年第１回鹿追町議会定例会

効率的で効果的な
行政サービスを提供

鹿追型ゼロカーボンシティ
実現のための推進戦略

実証事業の成果を踏まえ

　２０５０年を目標とした脱炭素ロードマッ
プにより、町民をはじめ民間事業者の皆さま
と一体となり、徹底した省エネルギーに取り
組み、新たな再生可能エネルギーの導入のほ
か、しかおい水素ファーム運営事業や水素燃
料電池自動車の導入など脱炭素社会へ向けた
地域づくりを進めます。

　町内全域に高度無線環境が整備されたこと
から、スマートフォンなどのデジタル機器の
活用など、ＩＣＴの利用促進や情報格差の解
消に努め、ＩＣＴを活用した町民サービスの
向上と財政基盤の強化を図り、未来を見据え
た安定的な行財政運営に努めてまいります。

ワーケーション

コロナ禍により減少した観光
客の回復と本町が抱える課題
の解決や地域活性化が期待で
きることから町内事業者と連
携を図り進めてまいります。

交流再開と連携強化

地域間交流

ストニィプレイン町とはオン
ライン等による交流再開の準
備を進め、「台東区」とは災害
時相互応援協定など、更なる
連携を強化します。

ＩＣＴの活用

窓口業務

利便性の高い窓口として行政
サービスの向上に努め、併せ
てＩＣＴの活用によりキャッ
シュレス機能の導入を図って
まいります。

町政執行方針

町政執行方針

　

私
が
令
和
時
代
の
幕
開
け
と
同

時
に
町
政
の
舵
取
り
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
き
、
本
年
は
４
年
間
の
任

期
の
締
め
く
く
り
の
年
と
な
り
ま

す
。

　

町
長
就
任
時
に
公
約
と
し
て
掲

げ
た
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
わ

た
る
８
項
目
の
基
本
政
策
に
つ
き

ま
し
て
も
、
職
員
と
共
に
知
恵
を

絞
り
、
議
員
各
位
、
そ
し
て
町
民

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も

と
、
そ
の
全
て
が
進
展
し
実
現
で

き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

任
期
総
仕
上
げ
の
こ
の
１
年
、

残
さ
れ
た
課
題
と
新
た
な
課
題
に

対
し
ま
し
て
、
町
民
皆
さ
ま
の
暮

ら
し
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
町
議

会
と
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
絶
や
さ
ず
、
次
の
１
０
０
年
に

向
け
て
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
私
た
ち
の
闘
い
も
早
２

年
以
上
の
長
期
に
わ
た
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
間
、
町
民
皆
さ
ま
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
、
国
や
北
海
道
と
連
携
し
な
が

ら
、
感
染
症
の
対
応
及
び
各
種
支

援
対
策
な
ど
に
最
善
を
尽
く
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
に
あ
っ
て
も
昨
年

は
、
延
期
を
し
て
お
り
ま
し
た
開

町
１
０
０
年
を
記
念
す
る
各
種
行

事
に
つ
い
て
、
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
可
能
な
限
り
実
施
し
、
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
都
市
か
ら
地
方
へ
の
関
心
の

高
ま
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
社
会
変
革
の
動
き
に
よ
り
、

地
方
創
生
へ
の
可
能
性
が
益
々
広

が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
潮
流
を
的
確
に
捉
え
、
将
来
を

見
据
え
た
政
策
に
果
敢
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止
に
取

り
組
み
な
が
ら
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」

そ
し
て
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
を

念
頭
に
、
地
域
の
魅
力
と
本
町
の

優
位
性
を
一
層
磨
き
上
げ
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

を
具
体
化
す
る
な
ど
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
向
け
躍
進
す
る
年
と
な

る
よ
う
、
町
政
執
行
に
当
た
り
た

い
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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持続可能な農業の確立

農政・畜産

バイオマスエネルギーの有効
活用を推進し、JAと連携しな
がら労働力の確保や農業支援
の継続、経営の安定化、競争
力の強化を推進します。

健康支援の対策づくり

新型コロナ対策

新型コロナにかかる予防接種
の実施により健康被害リスク
の軽減を図り、健康診査の受
診率向上に努めきめ細やかな
保健指導を行います。

関係機関との連携と活性化

高齢者・障害福祉

医療機関・社会福祉協議会な
ど関係機関との連携を図り、
地域包括ケアシステムの充実
や地域自立支援協議会のさら
なる活性化を目指します。

子育て支援の一体化

子育て支援

こども園と学童保育所の隣接
により園児と児童の健全育成
の向上と切れ目のない子育て
が実現。今後も多様で細やか
な保育に努めます。

町内業者への事業支援

商工業

新型コロナによる影響で経済
活動が著しく停滞し、以前の
ような集客ができない状況が
続いてい流ことから様々な支
援を引き続き行います。

安定供給と販路拡大

チョウザメ・マンゴー

良質なキャビアの早期採取と
魚肉の安定供給を目指します。
安定した収穫が続くマンゴー
についても引き続き支援しま
す。

魅力的な返礼品開発

ふるさと納税

出店事業者と一体となって、
魅力的な返礼品を開発し、鹿
追町産の商品を全国に届けら
れるよう取り組みます。

高い評価により再認定

ジオパーク

活動が高く評価され２度目の
再認定となりました。町民皆
さまや各関係機関と連携し、
ジオパーク活動の推進に努め
ます。

地域とのさらなる連携

瓜幕支所

地域の自主的な活動や文化活動
を推進し、情報発信とイベント
を開催。地域の振興と観光振興
をジオパーク推進課と一体と
なって活性化を図ります。

寄付金を活用した育児パッケージは
鹿追焼の食器セット

　令和４年度予算について
は次月号でご紹介します。
　町政執行方針の詳細は、
YouTube でもご覧いただ
けますので右記
QR コードまた
は「鹿追町議会」
でご検索くださ
い。

もっと詳しく

町議会
YouTube

　新年度の予算案は、任期
中最後の政策予算の編成と
なります。新型コロナウイ
ルス感染症の対応など、目
まぐるしく変化する社会情
勢に対応しながら、限られ
た財源を駆使し、町民皆さ
まの幸せの追求と持続可能
なまちづくりのため、オー
ル鹿追で最大限の努力をし
てまいりたいと考えており
ます。
　どうか皆さまの一層のご
支援、ご協力を心からお願
い申し上げまして、町政執
行方針の説明といたしま
す。

結びにあたり

町政執行方針

安心安全な住環境整備

土木・建築

道路の維持修繕や橋梁の長寿
命化を継続して進めます。公
営住宅の外部修繕や老朽化団
地の解体に着手し、公営・町
営住宅の環境整備を行います。

安全で安心な水の供給

上下水道

東瓜幕地区の配水管未整備地
区の整備を進め、鹿追町浄化
センターの機器更新に向けた
実施設計を行い、町内全域の
生活環境向上を図ります。

整備更新・啓発活動

防火・防災

指令システム・デジタル無線機
器の部分更新を進めます。消防
団創設 100 周年の節目を迎える
ことからいっそうの地域ぐるみ
の防災力充実に取り組みます。

多様な文化の理解と尊重

学校教育

グローバルレベルでのデジタル
化が進む中、国際的な視野をも
つ若者の育成を目指し、チャレ
ンジに満ちた国際教育プログラ
ムの開発に取り組みます。

スポーツ・文化活動の推進

生涯学習

町民皆さまが「いつでも・どこ
でも・なんでも」学べる環境や
町民ひとり１スポーツを目指す
拠点施設など生涯学習環境の向
上を図ります。

適切な医療の提供

医療体制

町立病院の医療体制を安定的に
確保するため、引き続き夜間・
専門科診療を実施し、疾病予防
や治療、リハビリなど適切な医
療を提供します。
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少
子
化
・
核
家
族
化
の
進
展

や
、
多
様
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
加

速
度
的
な
進
展
な
ど
、
子
供
た
ち

や
学
校
現
場
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
鹿
追
町
の
多
様
な
子

供
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と

な
く
、
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能

性
を
引
き
出
す
「
令
和
の
日
本
型

学
校
教
育
」
の
構
築
を
目
指
す
と

と
も
に
、
町
民
が
お
互
い
を
思
い

や
り
、
支
え
合
う
気
持
ち
（
愛
情
）

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
夢
や
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
鹿

追
町
を
目
指
し
、
本
町
教
育
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

を
期
間
と
す
る
「
第
４
次
鹿
追
町

生
涯
学
習
中
期
計
画
」
が
最
終
年

次
を
迎
え
ま
し
た
。「
夢
と
生
き

が
い
を
持
ち
、
未
来
を
き
ず
く
人

づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
そ
の

成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
計

画
に
つ
い
て
推
進
と
評
価
の
年
度

と
し
て
取
り
組
み
、
合
わ
せ
て
、

こ
の
５
年
間
の
社
会
教
育
全
体
の

業
務
を
総
括
し
、
令
和
５
年
度
か

ら
令
和
９
年
度
を
期
間
と
す
る

「
第
５
次
鹿
追
町
生
涯
学
習
中
期

計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

 教育長　大井 和行

鹿 

追 

の 

教 

育

　
鹿
追
町
の
教
育
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
実
施

す
る
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実

　

持
続
的
に
児
童
生
徒
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保

障
す
る
た
め
、
校
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
及
び
そ
の

拡
大
の
リ
ス
ク
を
可
能
な
限
り
低
減
し
、
学
校
運
営

を
継
続
し
ま
す
。

  

読
解
力
や
表
現
力
、
新
し
い
解
や
納
得
解
を
生
み

出
す
力
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
地
域
と
共
有
し
、
全

て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、
個
別
最

適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
実
現
し
ま
す
。

　
　
生
涯
学
習
の
推
進

　「
夢
と
生
き
が
い
を
持
ち
、
未
来
を
き
ず
く
人
づ

く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
な
ん
で
も
」
自
由
に
楽

し
く
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、
そ
の
成
果
を
適
切
に

生
か
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

令和４年度

教育行政
　執行方針

互いを思いやり支え合う
　　　　　気持ちを大切に
夢や笑顔あふれる町を
　　　　　　　　目指して

教育行政執行方針

　令和４年第１回鹿追町議会定例会

結びにあたり

　町民皆さまの負託に応
えるため、本町の教育、
文化、スポーツの振興に
最善の努力を傾注いたし
たく、町理事者、町議会、
町民各位のご理解とご協
力を賜りますようお願い
申し上げます。

自由に楽しく学ぶ
人材教育の推進

学習施設の機能保全を図り、
町民の自主的な活動を支援す
るとともに、各種ニーズに対
応した学習機会の提供に努め
ます。

創造性をはぐくみ
心に潤いを

企画展の開催や神田日勝の画
業の顕彰と優れた芸術鑑賞の
機会を提供します。必要な情
報を提供できる図書館サービ
スの充実を目指します。

生涯にわたり親しむ
町民ひとり１スポーツ

体育連盟などと連携して活動
の支援や総合グラウンドに陸
上用ゴム走路整備するなど施
設などの環境整備を図りま
す。

鹿追高校への支援
について

昨年開設した「公設塾」の利
用促進を図り、塾生に対する
英語検定の助成により、鹿高
生のキャリア形成と自己実現
を支援します。

小中高一貫教育
について

小中高の 12 年間を見通した
教育課程とそれを支える指導
体制の構築、地域の実情を踏
まえた教育改定の改善充実を
図ります。　

小中高一貫教育
がもたらすもの

一貫教育を卒業した生徒が、
様々な分野で活躍。鹿追なら
ではのチャレンジに満ちた国
際教育プログラムの開発に取
り組みます。

信頼される学校づくり

学校の重点目標を子供や保護
者、地域住民に公開。目標や
ビジョンを共有し保護者を含
めた地域住民に授業を公開し
ます。

個別最適な学びと
協働的な学び

ICT を日常的に活用できる環
境を整備し、言語能力の育成
を図るアプリケーションを導
入。個別最適な学びと協働的
な学びを推進します。

安心・安全な
学校施設のために

子供たちの学習の場である学
校施設の安心・安全を実現す
るため、全小中学校にエアコ
ンを設置。夏季の学習環境を
整えます。

学校教育の充実

生涯学習の推進
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今
年
度
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
活
躍

や
文
化
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
鹿
追
町
の
青
少

年
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
し
て
、
町
教

育
委
員
会
か
ら
令
和
３
年
度
鹿
追
町
ス
ポ
ー

ツ
賞
、
青
少
年
文
化
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
3
月
12
日
に
鹿
追
町
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
表
彰
式
を
行
う
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
中
止
と
な
り
、
表
彰
状
は
別
途
受

賞
者
へ
贈
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
は
、
34
個
人
、

4
団
体
の
方
々
に
贈
ら
れ
、
鹿
追
町
出
身
の

松
井
大
和
さ
ん
（
㈱
シ
リ
ウ
ス
）
が
、
ソ
ル

ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
の
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
Ｗ
カ
ッ
プ
第
３
戦
に
お
い
て
５
０
０

ｍ
で
1
位
を
飾
り
、
２
度
目
の
ス
ポ
ー
ツ
特

別
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
文
化
奨
励
賞
表
彰
で
は
、
文
化
の

振
興
に
寄
与
さ
れ
た
10
個
人
に
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
が
贈
ら
れ
、
町
図
書
館
主
催
の
読
書
感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
町
教
委
会
か
ら
最
優

秀
賞
、
優
秀
賞
に
輝
い
た
36
人
に
表
彰
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
弛
ま
ぬ
努
力
や
研
鑽
を
積
み
重

ね
て
輝
い
て
い
る
鹿
追
町
の
ホ
ー
プ
た
ち
。

彼
ら
の
活
躍
か
ら
今
後
も
目
が
離
せ
ま
せ

ん
！

　

な
お
、
受
賞
者
な
ら
び
に
事
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
】

松
井　

大
和 

（
㈱
シ
リ
ウ
ス
）

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
Ｗ
カ
ッ
プ
第
３

戦(

ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
）
男
子

５
０
０
ｍ
1
位　

34
秒
04 

菅
原　

広
希 

                （
札
幌
日
本
大
学
高
３
年
）

第
74
回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会 

男
子
１
５
０
０
ｍ
1
位

3
分
54
秒
99

佐
藤　

太
陽 

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
帯
広
三
条
高
２
年
）

第
45
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会
男
子
マ
ス
ス

タ
ー
ト
レ
ー
ス
2
位　

5
分
49
秒
96

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

鹿
追
町
体
育
連
盟

昭
和
35
年
4
月
に
創
立
し
、
令
和
2

年
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
間
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
開
催
な
ど
各
種
事
業
を
実

施
さ
れ
、
ま
た
加
盟
団
体
に
対
す
る

指
導
助
言
を
行
う
な
ど
、
鹿
追
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
尽
力
を
さ

れ
、
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
発

展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

石
川　

諒
（
鹿
追
高
3
年
）

第
44
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
夏
季
水
泳
競
技

大
会
北
海
道
予
選
会 

18
歳
以
下
男
子

50
ｍ
自
由
形
2
位　

24
秒
91

山
本　

敬
太  （
池
田
高
2
年
）

第
45
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会 

男
子
チ
ー
ム

ス
プ
リ
ン
ト
2
位　

1
分
29
秒
28

宮
下　

愛
菜

　
　
　
　

  （
帯
広
三
条
高
2
年
）

第
74
回
北
海
道
高
等
学
校
ス
ケ
ー
ト

競
技
選
手
権
大
会 

高
校
女
子
チ
ー
ム

パ
シ
ュ
ー
ト
3
位　

3
分
24
秒
98

熊
谷
宗
一
郎（
白
樺
学
園
高
1
年
）

第
74
回
北
海
道
高
等
学
校
ス
ケ
ー
ト

競
技
選
手
権
大
会 

高
校
男
子

２
０
０
０
ｍ
Ｒ
1
位　

2
分
26
秒
30

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

中
原　

咲
斗 

（
鹿
追
高
３
年
）

上
村　

大
和（
白
樺
学
園
高
1
年
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
】

佐
藤　

真
翔
（
鹿
追
中
３
年
）

第
52
回
北
海
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大

会 

男
子
５
０
０
０
ｍ
2
位　

7
分
32

秒
24

船
戸　

花
楓
（
鹿
追
中
３
年
）

第
52
回
北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技
大

会 

女
子
２
０
０
m
２
位　

26
秒
46

箱
﨑　

光
希
（
鹿
追
中
２
年
）

第
42
回
北
海
道
中
学
校
水
泳
大
会 

男

子
50
ｍ
自
由
形
2
位　

25
秒
76

スポーツ分野・文化活動で
まちの青少年が活躍

教育委員会 社会教育課　☎66・3300 

写真提供　十勝毎日新聞社写真提供　十勝毎日新聞社

スポーツ特別賞を受賞した（株）シリウス　松井大和さんスポーツ特別賞を受賞した（株）シリウス　松井大和さん

鹿追町から
世　界　へ

髙
橋
希
乃
花
（
笹
川
小
５
年
）

第
44
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会 

小
学
5
年
女

子
５
０
０
ｍ
2
位　

52
秒
62

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

壁
谷　

捺
生
（
鹿
追
中
３
年
）

第
42
回
北
海
道
中
学
校
水
泳
大
会 

男
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
2
位　

2

分
17
秒
01

鳰　
　

侑
夏
（
鹿
追
中
３
年
）

第
52
回
北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技
大

会 

女
子
２
０
０
ｍ
3
位　

26
秒
55

熊
谷
し
ゅ
う
（
瓜
幕
中
２
年
）

第
52
回
北
海
道
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大

会 

女
子
３
０
０
０
ｍ
2
位　

5
分
01

秒
08

菅
原　

瑞
生
（
鹿
追
中
１
年
）

第
23
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技

選
手
権
大
会 

1
年
男
子
１
５
０
０
ｍ

3
位　

4
分
30
秒
20

植
田
柊
羽
真
（
鹿
追
小
５
年
）

第
44
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会 

小
学
5
年
男

子
１
５
０
０
ｍ
3
位　

2
分
57
秒
29

山
本　

結
菜
（
鹿
追
小
５
年
）

第
39
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大

会 

5
年
女
子
走
高
跳
1
位　

1
ｍ
15

金
須　

碧
生
（
通
明
小
４
年
）

第
19
回
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
記
念
北
海
道

小
・
中
学
生
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競

技
大
会 

小
学
4
年
男
子
１
０
０
０
ｍ

3
位　

1
分
47
秒
72

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
特
別
奨
励
賞
】

高
松　

悠
稀
（
鹿
追
中
３
年
）

星
野
黑
ひ
ば
り
（
瓜
幕
中
２
年
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

半
田　
　

響 

（
瓜
幕
中
３
年
）

大
森　

陽
立 （
瓜
幕
中
２
年
）

佐
藤　

侑
翔 （
鹿
追
中
２
年
）

石
川　

新
太 （
鹿
追
中
２
年
）

井
出　

愛
美 （
瓜
幕
中
１
年
）

宮
部　

愛
咲
（
鹿
追
小
６
年
）

中
尾　

嘉
月 （
鹿
追
小
５
年
）

鹿
追
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
部

男
子
チ
ー
ム

（
佐
藤
真
翔
、
佐
藤
侑
翔
、

　
　
　
　
　
　
　

菅
原
瑞
生
）

鹿
追
陸
上
ク
ラ
ブ
リ
レ
ー

チ
ー
ム

（
堀
江
も
も
、
鈴
木
謙
心
、

中
谷
宇
汰
、
宮
部
愛
咲
）

鹿
追
リ
ト
ル
バ
ン
ビ

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
努
力
賞
】

石
澤　

勇
成 

（
通
明
小
３
年
）

大
野　

空
哉 （
笹
川
小
３
年
）

金
子　

諒
太 （
笹
川
小
３
年
）

中
村
龍
之
介 （
笹
川
小
３
年
）

渡
辺　

   

隼
（
鹿
追
小
３
年
）

【
青
少
年
文
化
奨
励
賞
】

渡
辺　

雅
弘
（
鹿
追
高
３
年
）

第
45
回
全
道
高
等
学
校
写
真
展　

入

選類
家　

み
う
（
鹿
追
高
２
年
）

第
95
回
記
念
２
０
２
２
第
13
回
道
展

Ｕ
21　

ス
ポ
ン
サ
ー
賞

中
野　

麻
央
（
鹿
追
中
３
年
）

第
47
回
北
海
道
教
育
美
術
展
中
学
３

年
生
の
部　

入
選

樽
見
ひ
な
た （
鹿
追
中
３
年
）

十
勝
子
ど
も
大
会
家
庭
科
作
品
の
部

中
文
連
賞

山
根　

心
晴 （
鹿
追
中
３
年
）

十
勝
子
ど
も
大
会
工
芸
・
彫
刻
の
部

中
文
連
賞

飯
塚　

力
希 （
通
明
小
６
年
）

十
勝
子
ど
も
大
会
絵
画
の
部　

特
選

堀
籠　

莉
央 （
通
明
小
５
年
）

十
勝
子
ど
も
大
会
絵
画
の
部　

特
選

大
西
な
つ
め （
瓜
幕
小
３
年
）

十
勝
子
ど
も
大
会
絵
画
の
部　

特
選

鹿追町スポーツ賞等並びに青少年文化奨励賞表彰鹿追町スポーツ賞等並びに青少年文化奨励賞表彰

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

【
最
優
秀
賞
】

井
馬　

漣
哉(

通
明
小
１
年
）

渡
辺　
　

玄(

鹿
追
小
２
年
）

松
浦　
　

惺(

瓜
幕
小
３
年
）

木
幡　

夏
希(

通
明
小
４
年
）

髙
橋
希
乃
花(

笹
川
小
５
年
）

石
川　

紫
苑(

瓜
幕
小
６
年
）

中
野　
　

結(

鹿
追
中
１
年
）

熊
谷
し
ゅ
う(

瓜
幕
中
２
年
）

半
田　
　

響(

瓜
幕
中
３
年
）

岡
田　

結
桜(

鹿
追
高
１
年
）

長
沢　

元
太(

鹿
追
高
２
年
）

林
中　

優
月(

鹿
追
高
３
年
）

【
優
秀
賞
】

中
村　

沙
羅(

笹
川
小
１
年
）

大
久
保
瑛
斗(

通
明
小
１
年
）

伊
藤
菜
乃
花(

鹿
追
小
２
年
）

髙
橋　

壮
平(

笹
川
小
２
年
）

大
久
保
愛
結(

通
明
小
３
年
）

柴
田　
　

陽(

上
幌
内
小
３
年
）

山
本　
　

葵(

笹
川
小
４
年
）

浅
野　
　

翠(

瓜
幕
小
４
年
）

最
上　

敬
姫(

鹿
追
小
５
年
）

沓
澤　

和
奏(

鹿
追
小
５
年
）

伊
東　

紡
季(

鹿
追
小
６
年
）

竹
俣　

太
陽(

上
幌
内
小
６
年
）

池
上　

絢
乃(

瓜
幕
中
１
年
）

浪
江　

志
乃(

瓜
幕
中
１
年
）

米
山　

琉
介(

鹿
追
中
２
年
）

白
石　

夢
菜(

鹿
追
中
２
年
）

佐
藤　

道
人(

鹿
追
中
３
年
）

鳰　
　

侑
夏(

鹿
追
中
３
年
）

山
本　

新
菜(

鹿
追
高
１
年
）

中
谷　

和
瑚(

鹿
追
高
１
年
）

竹
俣　

佳
那(

鹿
追
高
２
年
）

秋
田　

琉
真(

鹿
追
高
２
年
）

北
村　

梨
紗(

鹿
追
高
３
年
）

山
口　
　

彩(

鹿
追
高
３
年
）

髙
橋
希
乃
花 （
笹
川
小
５
年
）

第
26
回
全
十
勝
小
中
学
生
新
聞
ス
ク

ラ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
５
年
生
の

部　

最
優
秀
賞

中
村　

沙
羅 （
笹
川
小
１
年
）

第
26
回
全
十
勝
小
中
学
生
新
聞
ス
ク

ラ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
１
年
生
の

部　

最
優
秀
賞
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まちの話題

　

３
月
７
日
、
本
町
に
お
住
ま
い
の
本
迫
ヨ
シ
子

さ
ん
（
大
正
11
年
生
ま
れ
）
が
１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
、
入
居
し
て
い
る
鹿
追
町
介
護
老

人
保
健
施
設
も
み
じ
の
里
で
、
ご
家
族
や
施
設
の

職
員
か
ら
祝
福
を
受
け
、
松
本
施
設
長
か
ら
は
花

束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
施
設
を
喜
井
知

己
町
長
が
訪
問
し
、
特
別
敬
寿
祝
い
金
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

喜
井
町
長
は
「
１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
過
去
に
職
場
を
共
に
し
、
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

本
迫
さ
ん
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
夢

み
た
い
で
す
」
と
喜
び
と
と
も
に
感
謝
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。　

本迫ヨシ子さんが本迫ヨシ子さんが
100歳の誕生日を迎えられました100歳の誕生日を迎えられました

　

鹿
追
町
行
財
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て
答

鹿
追
町
行
財
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て
答

申
が
あ
り
ま
し
た

申
が
あ
り
ま
し
た　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

総
務
課 

財
政
係

　

２
月
24
日
、
町
長
室
に
お
い
て
鹿
追

町
行
財
政
改
革
大
綱
の
答
申
が
行
わ

れ
、
喜
井
知
己
町
長
に
行
財
政
改
革
推

進
審
議
会
の
安
部
克
裕
会
長
と
石
田
秀

俊
会
長
職
務
代
理
者
か
ら
答
申
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
綱
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
や
町
職
員
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
形
成
す
る
な
ど
議
論

を
進
め
、
各
所
か
ら
出
て
き
た
意
見
を

基
に
、
同
審
議
会
に
よ
る
審
議
を
重
ね

ま
し
た
。

　

大
綱
は
今
後
、町
に
よ
り
決
定
さ
れ
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
５
年
間
の
推
進
期

間
を
設
け
、
各
取
り
組
み
事
項
の
実
現

に
努
め
ま
す
。

十
勝
総
合
振
興
局
か
ら
社
会
福
祉
関
係

十
勝
総
合
振
興
局
か
ら
社
会
福
祉
関
係

の
功
労
者
へ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

の
功
労
者
へ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

保
健
福
祉
課 

包
括
ケ
ア
係

　

２
月
25
日
、「
令
和
３
年
度
社
会
福

祉
関
係
功
労
者
等
十
勝
総
合
振
興
局
長

表
彰
」の
伝
達
式
が
町
長
室
で
行
わ
れ
、

山
本
進
さ
ん
へ
喜
井
知
己
町
長
か
ら
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
社
会
福
祉
法
人
鹿
追

恵
愛
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
ゃ
く

な
げ
荘
の
施
設
長
と
し
て
20
年
以
上
勤

務
し
、
全
国
の
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

等
の
役
職
を
務
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
町
の
権
利

擁
護
体
制
整
備
事
業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
権
利
擁
護
の
啓
蒙
活
動

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
な
ど
、
功
績
が

た
た
え
ら
れ
今
回
の
受
賞
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

故
・
三
井
福
成
氏
の
ご
遺
族
よ
り
ご
寄

故
・
三
井
福
成
氏
の
ご
遺
族
よ
り
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

総
務
課 

総
務
係

　

令
和
４
年
１
月
14
日
に
逝
去
さ
れ
た

建
設
業
三
井
組
社
長
、
三
井
福
成
氏
の

ご
遺
族
が
3
月
7
日
に
役
場
を
訪
れ
、

２
０
０
万
円
の
寄
付
金
が
喜
井
知
己
町

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
・
三
井
氏
は
こ
れ
ま
で
に
町
建
設

業
協
会
会
長
、
町
商
工
会
会
長
、
町
観

光
協
会
会
長
、
道
エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
協

会
会
長
な
ど
を
務
め
、
本
町
商
工
業
、

観
光
の
発
展
、
地
域
お
こ
し
に
永
き
に

わ
た
り
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
ご
厚
意
に
感
謝
し
、
い
た
だ

い
た
ご
寄
付
は
故
人
が
生
前
本
が
好
き

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
三
井
福
成
文

庫
と
し
て
本
町
図
書
館
の
蔵
書
充
実
の

た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

町
内
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
が
整
備
さ

町
内
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
が
整
備
さ

れ
ま
し
た

れ
ま
し
た

学
校
教
育
課 

学
校
教
育
係

　
「
令
和
３
年
度
特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
調
整
交
付
金
事
業
」
を
活
用
し
、

町
内
小
中
学
校
５
校
の
普
通
教
室
及
び

特
別
支
援
教
室
な
ど
に
エ
ア
コ
ン
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
に
伴
う

昨
今
の
猛
暑
は
本
町
で
も
顕
著
で
、
教

育
活
動
中
の
子
ど
も
た
ち
が
熱
中
症
な

ど
の
重
大
な
健
康
被
害
に
陥
り
か
ね
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
児
童
生
徒
が
健
康
で
集
中

し
て
学
習
に
取
組
め
る
環
境
を
整
備

し
、
本
町
の
教
育
環
境
の
向
上
を
図
る

も
の
で
す
。

・
事
業
費            

１
５
６
２
０
千
円

（
う
ち
交
付
金　

   

１
０
２
４
４
千
円
）

お知らせ掲示板
担当課・係から ひとこと

答申を行った、安部克裕会長（中央）と石
田秀俊会長職務代理者（右）

　

２
月
28
日
、
鹿
追
中
学
校
（
池
田
哲
校
長
）
に

お
い
て
、
南
極
地
域
観
測
隊
員
を
経
験
し
た
町
職

員
の
金
森
昌
作
さ
ん
に
よ
る
環
境
問
題
を
考
え
る

特
別
授
業
が
行
わ
れ
、
同
校
３
年
生
50
人
が
受
講

し
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
南
極
の
氷
の
観
察
、
南
極
地
域
観

測
隊
時
代
の
生
活
や
当
時
行
っ
て
い
た
研
究
の
内

容
、
南
極
が
ど
の
よ
う
な
場
所
で
あ
る
か
な
ど
写

真
を
交
え
た
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
紹
介
し
ま
し
た
。

　

金
森
さ
ん
は
自
身
が
研
究
し
て
い
た
温
室
効
果

ガ
ス
や
エ
ア
ロ
ゾ
ル
な
ど
の
観
測
の
話
を
元
に
、

現
在
の
地
球
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
「
今
自
分

た
ち
が
こ
の
問
題
に
対
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い

け
る
か
を
一
人
一
人
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
。」

と
話
し
ま
し
た
。

経験談から環境問題を考える経験談から環境問題を考える
鹿追中学校で金森さんが特別授業鹿追中学校で金森さんが特別授業

　

　
　

２
月
17
日
か
ら
25
日
ま
で
の
期
間
、
町
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て「
第
１
回
心
を
贈
る
絵
手
紙
展
」（
サ
ー

ク
ル
た
の
し
い
絵
手
紙
主
催
・
上
村
啓
子
代
表
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
サ
ー
ク
ル
は
町
在
住
で
一
般
社
団
法
人
日
本

絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
の
上
村
さ
ん
と
12
名
の
会

員
が
町
民
ホ
ー
ル
を
拠
点
に
活
動
。
サ
ー
ク
ル
発

足
か
ら
今
年
で
３
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
心
細
さ
を
感
じ
て
い
る
多
く
の
人

た
ち
を
少
し
で
も
元
気
づ
け
た
い
」
と
の
思
い
か

ら
、
初
め
て
絵
手
紙
展
開
催
を
企
画
。

　

会
場
に
は
絵
手
紙
約
５
０
０
点
の
ほ
か
、
牛
乳

パ
ッ
ク
や
か
ま
ぼ
こ
板
、
新
聞
紙
な
ど
、
変
わ
っ

た
素
材
で
の
作
品
も
多
く
展
示
さ
れ
、
鑑
賞
に
訪

れ
た
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

絵手紙にコロナ禍応援の思いをのせて絵手紙にコロナ禍応援の思いをのせて
第1回心を贈る絵手紙展第1回心を贈る絵手紙展

ご遺族を代表して御子息よりご寄付をいた
だきました

夏の暑さに負けず勉強に取り組みましょう

受賞された山本さん（右）と喜井町長
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令
和
４
年
度
新
入
学
児
童
用
の
机
と
椅

令
和
４
年
度
新
入
学
児
童
用
の
机
と
椅

子
を
整
備

子
を
整
備

学
校
教
育
課 

学
校
教
育
係

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
長
年
の
使
用

に
よ
り
老
朽
化
し
た
机
と
椅
子
の
更
新

を
新
入
学
児
童
を
対
象
に
行
な
い
４
年

目
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
小
学
校
５
校
に
「
特

定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金

（
防
衛
省
）」
を
活
用
し
、
机
と
椅
子
52

台
を
更
新
。

　

本
事
業
は
児
童
が
安
心
し
て
学
習
に

取
り
組
む
環
境
を
整
備
し
、
本
町
の
教

育
環
境
の
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

・
事
業
費　
　
　
　

  

１
８
０
８
千
円

（
う
ち
交
付
金　
　

   

１
５
０
０
千
円
）

北
海
道
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
ま

北
海
道
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
ま

し
た
し
た　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
課 

広
報
広
聴
係

　
「
第
68
回
北
海
道
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」

町
村
の
部
で「
広
報
し
か
お
い
９
月
号
」

が
入
選
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
町
村

の
部
に
応
募
の
あ
っ
た
中
か
ら
道
内
で

４
町
村
に
与
え
ら
れ
る
賞
で
す
。
今
年

の
町
村
の
部
へ
は
、
33
件
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
ま
し
た
。

　

応
募
し
た
広
報
し
か
お
い
９
月
号
で

は
、「
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を

特
集
。
笹
川
の
や
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

若
者
や
移
住
者
が
座
談
会
形
式
で
交
流

し
、
様
々
な
立
場
か
ら
地
域
づ
く
り
や

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
に
関
わ
る
様
子
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

令和３年北海道広報コンクールで入選した
広報しかおい９月号

お知らせ掲示板
担当課・係から ひとこと

新入児童のために机と椅子52台が整備
されました

町HP

　契約のお申し込みは、ＮＴＴ東
日本や光

注１
コラボレーション事業者

に直接お申し込み下さい。
　実際の利用については、契約者
の自宅などへの引き込み工事が行
われてからになります。
　引込工事の日程調整は、契約す
る事業者からご案内があります。　

 農村地区の光回線提供
 エリアが拡大されました！

注１ 携帯会社などが提供している「○○光」などのサービス 利用開始

開通確認

利用開始までの流れ

申込みする
事業者を選ぶ

申込み

光回線を住宅へ
引き込む工事を実施

申込・引込工事日
などを調整

　2022 年３月15日（火）から、農村地区における光回線エ
リアが拡大し提供されています。

■申込先

ＮＴＴ東日本
　☎︎ 0800-800-0232（通話無料）
　平日 午前９時から午後５時

光コラボレーション事業者
　携帯電話会社などの販売店や
家電量販店にお問い合わせくださ
い。

　

企画課 企画係　☎︎ 66・4032

郷
土
を
想
う
青
年
の
夢　

鹿
追
マ
ン
ゴ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

会
長　

植
田　

憲
明

　

私
た
ち
「
郷
土
を
想
う
青

年
の
夢　

鹿
追
マ
ン
ゴ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
は
、
中
鹿
追
の
バ
イ
オ

ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
余
剰
熱
を

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
加
温

に
活
用
し
、
南
国
フ
ル
ー
ツ

「
マ
ン
ゴ
ー
」
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
収
穫
は
11
月
16

日
か
ら
始
ま
り
、
12
月
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
１
月
ま
で
行

い
ま
し
た
。
32
本
の
樹
木
か

ら
約
６
０
０
個
の
果
実
を
収

穫
す
る
こ
と
が
で
き
、
音
更

町
の
事
業
者
を
通
じ
て
東
京    

な
ど
に
出
荷
し
た
ほ
か
、
鹿

追
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
出
品
し
ま
し
た
。
ま

た
、
町
内
に
お
い
て
は
カ

フ
ェ
平
成
館
で
、
マ
ン
ゴ
ー

を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

収
量
は
昨
年
度
と
比
べ
る

と
20
％
の
減
で
し
た
が
、
こ

れ
は
マ
ン
ゴ
ー
の
特
徴
と
し

て
言
わ
れ
て
い
る
隔
年
結
果

に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
隔
年
結
果
と
は
、
花

や
果
実
の
量
の
多
い
成
り

年
（
表
年
）
と
量
の
少
な
い

不
成
り
年
（
裏
年
）
を
繰
り

返
す
現
象
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
の
北
海

道
に
お
け
る
実
践
例
が
少
な

い
た
め
、
毎
年
の
結
果
を
も

と
に
栽
培
方
法
の
見
直
し
を

図
る
な
ど
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
鹿
追
町
が
掲
げ
て

い
る
〝
鹿
追
型
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
〟
の
一
端
を
担
う

事
業
と
し
て
、
皆
さ
ま
の
ご

期
待
に
沿
え
る
よ
う
精
一
杯

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
引
き
続
き
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
並
び
に
鹿

追
町
・
鹿
追
町
議
会
の
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
、
令
和

３
年
度
の
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

　鹿追町は昨年、新型コロナウイルス感染症の影
響により１年遅れの開催となった「１００年記念
式典」を９月１日に執り行いました。

　今後は、毎年４月１日の開町記念日に開催して
いた「開町記念式典」を令和４年度から 10 年毎
の９月１日に開催いたします。

　次回開催は令和 12（2030）年９月１日です。

　なお、「功労者表彰式」はこれまでと同様毎年
行い、開催日を９月１日といたします。

　町民皆さまのご理解をいただきますようお願い
します。

 マンゴー成果報告

 開町記念式典は 10 年毎の
 ９月１日に開催します

収穫を待つマンゴー

総務課 総務係　☎︎ 66・2311
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情報BOX

▼
赤
ち
ゃ
ん
の
日
に
つ
い
て

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
お
母
さ
ん
方

の
産
後
の
体
調
回
復
や
育
児
の
疲
れ
を

解
消
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

《
対
象
》
０
カ
月
か
ら
１
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者

《
日
時
》
４
月
15
日
・
５
月
13
日
・
６
月

10
日
・
７
月
15
日
・
８
月
５
日
・
９
月

９
日
・
10
月
７
日
・
11
月
11
日
・
12
月

９
日
・
１
月
13
日
・
２
月
17
日
・
３
月

10
日
／
午
前
10
時
～
11
時
30
分

《
場
所
》
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

《
持
ち
物
》
バ
ス
タ
オ
ル

＊
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
予
定
の
変
更
も
あ
り

ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
66
・

１
１
６
５

  

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対
す

  
る
臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

▼
申
請
期
限
は
９
月
30
日
ま
で

《
内
容
》
令
和
３
年
度
の
課
税
状
況
に
よ

り
臨
時
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

２
月
に
対
象
と
な
る
住
民
税
非
課
税
世

帯
な
ど
に
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
対
象
》
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

① 

確
認
書
の
記
載
方
法
が
わ
か
ら
な
い

／
②
住
民
税
均
等
割
は
課
さ
れ
て
い
な

い
が
、
世
帯
の
中
に
所
得
の
申
告
を
し
て

い
な
い
方(

未
申
告
者)

が
い
る
／
③
令

和
３
年
1
月
２
日
以
降
に
鹿
追
町
に
転

入
さ
れ
、
転
入
前
の
居
住
地
に
お
い
て

市
町
村
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
っ

た
世
帯
／
④
令
和
３
年
１
月
以
降
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

収
入
が
減
少
し
、
世
帯
全
員
が
住
民
税

非
課
税
相
当
と
な
っ
た
世
帯
（
家
計
急

変
世
帯
）

《
対
象
外
》
世
帯
の
全
員
が
市
町
村
民
税

均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
方
か
ら
な
る
世
帯
【
例
】
子

（
課
税
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
両
親
の
世

帯
（
非
課
税
）
／
親
（
課
税
）
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
大
学
生
（
非
課
税
）
の
単

身
世
帯

  

農
業
振
興
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
ア
ラ
イ
グ
マ
、
キ
ツ
ネ
の
出
没
に
つ
い
て

　

近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、
キ
ツ
ネ
が
町

内
各
所
に
現
れ
て
い
ま
す
。
特
に
ア
ラ

イ
グ
マ
は
気
性
が
荒
く
、
興
奮
す
る
と

噛
み
付
く
こ
と
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

　
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
春
期
は
出
産

期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
捕
獲
す
る
こ

と
で
個
体
の
増
加
を
効
率
的
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
侵
入
・
被
害
・
出
没

状
況
な
ど
が
あ
る
際
は
、
捕
獲
用
箱
わ

な
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
春
の
ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
は
「
春
の

ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間
」
で
す
。
こ
の

時
期
は
山
菜
取
り
な
ど
で
山
林
に
入
る

人
が
多
く
、
ヒ
グ
マ
と
出
会
う
確
率
が

高
い
時
期
で
す
。
ご
み
は
持
ち
帰
る
、

音
を
出
し
て
歩
く
な
ど
、
ヒ
グ
マ
と
出

会
わ
な
い
た
め
の
意
識
を
持
っ
た
行
動

を
取
り
、
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

ヒ
グ
マ
の
足
跡
や
ふ
ん
を
見
つ
け
た
ら
、

す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

　

ヒ
グ
マ
の
出
没
状
況
な
ど
に
つ
い
て

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ 

農
業
振
興
課 

農
政
係  

☎ 

66
・

４
０
３
５

  

青
少
年
人
材
育
成
研
修
者
　
募
集

▼
次
の
と
お
り
で
す

《
内
容
》
次
代
を
担
う
青
少
年
の
人
材
育

成
の
た
め
に
研
修
に
対
す
る
助
成
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
修
に
意
欲
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
対
象
》
高
校
生
以
上
40
歳
以
下
、
町
内

在
住
２
年
以
上
の
方
で
積
極
的
に
町
内

活
動
を
行
っ
て
い
る
町
民

《
期
間
》
令
和
４
年
４
月
～
令
和
５
年
３

月
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
研
修

《
助
成
》
１
研
修
に
つ
き
総
費
用
の
50
％

以
内
を
助
成
。
最
高
限
度
額
は
１
個
人

15
万
円
以
内
、１
団
体
20
万
円
以
内
。（
予

算
の
範
囲
内
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

《
申
請
方
法
》
随
時
受
付
。
申
請
書
と
必

要
な
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
申
請
書
類
は
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
用
意
し
て
い
ま
す
）

《
注
意
事
項
》
研
修
先
は
国
内
外
を
問
い

ま
せ
ん
・
職
場
研
修
は
対
象
外
で
す
。

《
過
去
の
実
績
》
語
学
研
修
、
農
業
研
修
、

技
術
研
修
、
制
作
研
修
（
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
北
海
道
内
）
等

◆
問
合
せ 

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係

（
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
）  

☎
69
・

７
１
２
２

    

国
税
専
門
官
を
募
集
し
ま
す

▼
次
の
と
お
り
で
す

《
内
容
》
札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や

税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
の

採
用
試
験
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
受
験
資
格
》
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
／
平

成
13
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
で

大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
な
ど
、

別
に
定
め
る
方

《
試
験
日
》
第
１
次
試
験
【
基
礎
能
力
試

験
、
専
門
試
験
（
多
肢
選
択
式
及
び
記

述
式
）】：
６
月
５
日(

日)

／
第
２
次
試

験
【
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査
】 ：
７
月

４
日(

月)

～
７
月
15
日(

金)

の
う
ち
指

定
す
る
日

《
合
格
発
表
日
》
第
１
次
試
験
合
格
発
表
：

６
月
28
日(

火
）
９
時
よ
り
／
第
２
次
試

験
合
格
発
表
：
８
月
16
日(

火
）

《
申
込
受
付
期
間
》
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
３
月

18
日(

金)

９
時
～
４
月
４
日(

月)

受
信
有

効

◆
問
合
せ 

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用

担
当　
☎
０
１
１・２
３
１・５
０
１
１

   

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

  

実
施
の
お
知
ら
せ

▼
２
０
２
２
年
度
の
労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
受
験
資
格
》
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
／
平

成
13
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
で

次
に
掲
げ
る
方
：
⑴
大
学(

短
期
大
学
を

除
く)

を
卒
業
し
た
方
及
び
令
和
５
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

方
、
⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
方
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

《
試
験
日
》第
１
次
試
験：６
月
５
日(

日)

／
第
２
次
試
験
：
７
月
12
日(

火)

～
14

日(

木)

の
う
ち
指
定
す
る
日

《
申
込
受
付
期
間
》
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
３
月
18

日(

金)

～
４
月
４
日(

月)

受
信
有
効

◆
問
合
せ 

北
海
道
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人

事
第
一
係　
☎
０
１
１・７
０
９・２
３
１
１

◆
問
合
せ 

保
健
福
祉
課 

福
祉
係
（
ト
リ

ム
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
66
・
１
３
１
１

  

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

  

お
知
ら
せ

▼
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
日
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
で
、
お
も
い
き
り
体
を
動

か
し
て
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

《
対
象
》
町
内
在
住
で
未
就
学
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者

《
日
時
》
毎
月
第
２
火
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
に
な
り
ま
す
）
／
午
前
11
時

～
11
時
45
分
・
午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分

《
場
所
》
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

《
持
ち
物
》
飲
み
物
・
汗
拭
き
タ
オ
ル

＊
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

国家公務員
採用試験 HP

国家公務員
採用試験 HP

  
鹿
追
焼
の
販
売
価
格
改
定
に
つ
い
て

　
町
内
道
の
駅
で
販
売
す
る
鹿
追
焼(

鹿

追
窯
製
品)

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
町
民

還
元
販
売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
会
計
の
際
に
レ
ジ
係
員
に
町
民
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
物(

健
康
保
険
証

な
ど)

を
ご
提
示
い
た
だ
く
と
、
半
額
で

ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
問
合
せ 

商
工
観
光
課 

陶
芸
係  

☎ 

66
・

３
７
３
８

鹿追焼の
販売について
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第481回【ソーセージづくり】
　２種の太い腸詰めソーセージを作ります。
　お一人さま、２ｋｇを予定。

日　時　４月 20 日（水）
　　　　 午前 9 時半〜午後３時頃
場　所　ワーキングセンター
締　切　４月 13 日（水）
経　費　2500 円前後（原材料代他）
対　象　町内在住の方（小学生以下保護者同伴）
持ち物　筆記用具・長靴（23cm 以下の方）
定　員　８人まで（先着順）
申　込　上記係まで
次回：【パンづくり】５月 19 日（木） 予定

農業振興課 農政係
ワーキングセンター　☎ 66•2985

4 月の加工体験研修

新型コロナウイルスの感染状況により
内容が変更となる場合があります

イベント情報

白寿大学 新入生募集
鹿追町ヌプカウシ

社会教育課 社会教育係
☎ 66•3300

日　時　毎月第２・４金曜日（5 〜 3 月）
　　　　午前 10 時〜午後３時
場　所　町民ホール
対象者　60 歳以上の元気な町民の方
受講料　無料（材料費等は実費）
締　切　4 月 15 日（金）
申　込　上記係まで

　白寿大学では学生を募集しています。講演会や
体験学習、修学旅行、実技班活動、大学祭など楽
しい学生生活があなたを待っています！

新たな仲間・生きがいづくりしませんか

経験豊富な講師の添削が受けられます
　毎月 1 回、受講生の提出する作品を経験豊富な講
師の方々に添削指導していただきます。「人を惹き
つける文章が書きたい」「教室を通じて仲間が欲し
い」など大歓迎です。

日　時　毎月第３木曜日　午後 7 時〜 9 時
場　所　町民ホール
受講料　年会費 1 万 2000 円
対　象　年齢・居住地問いません
申　込　上記係まで
締　切　4 月８日（金）
※申し込みの際に【氏名・住所・電話番号】をお伝え
ください。

社会教育課 社会教育係　☎ 66•3300

道新鹿追エッセー教室
北海道新聞社との共催教室

日常で感じたこと、文章にしてみませんか
　標記教室では年間 5 回の講座の中で、毎月受講生
の提出する作品をもとにエッセーの書き方を指導い
ただきます。初心者の方におすすめ！

日　時　5 月〜９月　毎月第２火曜日（全５回）
　　　　午後７時〜
場　所　町民ホール
受講料　無料
講　師　大上加代 氏
申　込　上記係まで
締　切　4 月 15 日（金）
※申し込みの際に【氏名・住所・電話番号】をお伝え
ください。

社会教育課 社会教育係　☎ 66•3300

やさしいエッセー教室

　毎日の暮らしの中で使う器を自分の手で作ること
ができたらどんなに楽しいでしょうか。土と語らい
ながら器づくりを楽しんでみませんか？

■基礎・創作講座
初心者や創作経験者を対象・基礎知識を中心
日　時　4 月 11 日〜 9 月 12 日  毎週月曜日
　　　　午前 9 時〜正午

■夜間講座
初心者や創作経験者対象・基礎やロクロを中心
日　時　4 月 12 日〜 12 月 13 日 毎週火曜日
　　　　午後 6 時半〜 9 時半

■ 1 日体験講座
3 〜 8 人までの団体を対象にマグカップや湯呑、
皿などを作ります。
日　時　通年  所要時間１時間 30 分程度
　　　　※ 1 ヶ月前からの予約が必要です

 【基礎・創作・夜間共通】
費　用　受講手数料　1100 円 / 月
　　　　　　　　　　（65 歳以上無料）
　　　　材料費　800 円／粘土１キログラム
　　　　（1 日体験講座）１人 950 円〜
定　員　各講座先着８人
　　　　（定員に満たない場合は途中参加可です）

申　込　上記係まで

詳細は HP をご覧ください。

商工観光課 陶芸係　☎ 66•3738

陶芸講座のご案内

 

 陶芸工作館

高齢者学級

保健福祉課 健康推進係　☎ 66•1311

シルバー体操教室

　簡単な体操で運動不足を解消しましょう！
　標記教室では、楽しく運動を行い、いつまでも健
康で過ごすことを目的としています。
　足腰に不安がある方も、座ってできる運動なので
無理なく行えます。ぜひ参加してみませんか？

日　時   初　回　４月 14 日（月２回木曜日）
　　　   ２部制　午前 10 時〜 10 時半
　　　　　　　　午前 10 時半〜 11 時
場　所　トリムセンター
対　象　60 歳以上の町民（申し込み不要）
持ち物　運動しやすい服装・室内用運動靴
　　　　汗拭きタオル
内　容　イスに座った運動 / リラックスヨガ

＊お休みの場合もありますので、教室の日時は毎月

　の広報しかおいカレンダーをご覧ください。

＊新型コロナウイルス感染対策のため、1 回の参加

　人数を制限して開催しています。

社会教育課 神田日勝記念美術館係　☎ 66•1555

特別企画展「神田一明、日勝展」
初の兄弟展が実現

美術館 HP

　本展は、神田日勝の兄・一明と弟・日勝の作品を並べた展
覧会です。兄弟の作品が揃って展示される二人展は神田日勝
の生前には叶わなかったもので、鹿追では初の試みとなりま
す。いずれも北海道を代表する画家として異なる道を歩んだ
兄弟ふたりの画業と足跡をご覧いただきます。

日　時　4 月 13 日（水）〜 6 月 26 日（日）
            午前 10 時〜午後 5 時（最終入場午後４時半）

会　場　神田日勝記念美術館
休館日　毎週月曜日 / 5 月 6 日（金） 
入館料    町民無料
              
■ 特別企画展ギャラリートーク  参加無料
日時：4 月 16 日（土）、5 月 21 日（土）、6 月 11 日（土）
         いずれも 14 時〜（約 30 分程度）
会場：神田日勝記念美術館 展示室（美術館ロビー集合）
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鹿笛吟社 俳句 毎月 7 日  9:30 ～ 四季の感動や日頃の思いを俳句にして、俳句の
向上と親睦を深めます。

鹿追四季の会 俳句 第 3 木曜 13:00 ～ 四季を感じながら俳句の技術向上を目指します。

鹿追短歌会 短歌 第 1 金曜 18:30 ～ 作った短歌は町民文化祭にも展示します。

鹿追愛吟会 詩吟 月 3 回水曜 19:00 ～ 漢詩・和歌などをみんなで吟詠しています。

道新鹿追
エッセー教室 エッセー 第 3 木曜日 19:00 ～ 作品を講師の方に添削していただきます。

（全 12 回）

やさしいエッセー
教室 エッセー 第 2 火曜日 19:00 ～ 作品を発表し講師の方から講評をいただきま

す。（全 5 回）

北こぶし 植物細密画 不定期
（月 6 回程） 13:30 ～

樹木や庭の草花、山野草、野菜、果実など植物
全般をケント紙、鉛筆、ペン、色鉛筆、ルーペ
などを使って描きます。

たのしい絵手紙 絵手紙 月 2 回
（火・水）

火 13:30 ～
水 10:00 ～

絵手紙に上手、下手はありません。
相手を思い、心を込めてかく事を大切にします。
一緒に楽しみませんか。

七宝焼同好会 七宝焼 毎週金曜日 9:30 ～ ガラス質の釉薬を焼き付け、ブローチやイヤリ
ングなどを作ります。

鹿追白蛇姫舞保存会 郷土芸能 不定期 19:00 ～

鹿追町が誇る郷土芸能として様々な場所で舞を
披露しています。近年は会員の年齢層が上がり
つつあり、若返りをはかられたらと思います。
初心者大歓迎です！思い立ったらまずは見学に
お越しください。

鹿追手話サークル 手話 毎週月曜 19:00 ～ 初心者大歓迎です！

しゃくなげ会 大正琴 第 2・4 火曜  10:00 ～ みんなで楽しく演奏しましょう！見学・初心者
大歓迎。

神刀流剣武会 剣武 毎週火曜
第 4 水曜 19:00 ～ 日本刀と扇で舞う舞踊です。見学大歓迎！

鹿追カラオケ同好会 カラオケ 第 2・4 木曜 夏 19:00 ～
冬 18:00 ～ 通信カラオケ（DAM）で歌いましょう！

カントリーダンス
サークル ダンス 第 2・4 水曜 19:00 ～ ハットでかっこよく踊ります。毎年、もみじの

里で発表しています。

プア・アロハ ダンス 毎週月曜 13:00 ～ 昼間のフラダンス教室です。年齢経験問わず大
募集中です！

鹿追光画会 写真 偶数月の
最終日曜 14:00 ～ 仲間で写真を楽しみませんか？初心者も大歓迎

です！

鹿追舞踊愛好会　
芳彦会 舞踊 毎週木曜 15:00 ～

全国に 13 支部、ハワイに１支部を持つ中山民
俗舞踊です。民謡と共に作業やお祝い事を表現
した踊りから始まった舞踊会です。
今は、歌謡曲も含め多くの曲数を家元からの指
導の基、全国に踊りの輪を広めています。

白寿大学 高齢者学級 第 2・4 金曜 10:00 ～ 60 歳以上の高齢者学級です。講座や実技班活
動を行います。仲間大募集！

あたらしいこと
始めてみませんか?

　町教委ではサークル加入者を大募集してい
ます。自分にあった素敵な趣味を見つけてイ
キイキとした毎日を過ごしましょう！
　ご興味のある団体がありましたら右記まで
ご連絡ください。体験・参加してみたいサー
クルの代表者へお取次ぎをします。 教育委員会社会教育課 社会教育係

☎ 66・3300

「サークル内容を詳しく聞いてみたい」「とりあえず見学してみたい」など、
まずはお気軽にお問い合わせください！

場所：町民ホール

おうちでできる！

企画課 企画係
☎ 66•4032

今回のテーマ
「風呂・洗濯機・トイレ
                     の省エネ」

　

今
月
の
「
お
う
ち
で
で
き
る
!!

か
ん
た
ん
省
エ
ネ
節
約
コ
ー
ナ
ー
」

は
、
風
呂
・
洗
濯
機
・
ト
イ
レ
で

で
き
る
省
エ
ネ
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

風
呂
で
で
き
る
省
エ
ネ

①
「
追
い
焚
き
機
能
」
を
使
わ
な
い

よ
う
に
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

家
族
で
入
浴
す
る
と
き
、
入
浴
の

間
隔
を
短
く
し
て
「
追
い
焚
き
機
能
」

を
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

年
間
約
５
９
０
０
円
の
節
約
に
な
り

ま
す
。

※
ガ
ス
給
湯
器
の
場
合

②
シ
ャ
ワ
ー
の
時
間
の
短
縮

　

シ
ャ
ワ
ー
は
16
分
程
度
使
う
と
、

浴
槽
１
杯
（
２
０
０
ℓ
）
分
の
お
湯

の
量
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
り
ま
す
。
例

え
ば
、
１
分
間
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用
時

間
を
短
縮
し
た
場
合
、
年
間
で
ガ

ス
は
約
２
４
９
０
円
、
水
道
は
約

１
２
９
０
円
、
合
計
３
７
８
０
円
の
節

約
に
な
り
ま
す
。
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
を

節
水
タ
イ
プ
に
交
換
し
て
も
水
の
使

用
量
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

洗
濯
機
で
で
き
る
省
エ
ネ

　

風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
に
再
利
用

す
る
こ
と
で
使
用
水
量
の
節
約
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
洗
濯
は
ま
と
め

洗
い
が
お
す
す
め
で
す
。
洗
濯
機
の
定

格
容
量
の
40
％
を
使
っ
て
毎
日
洗
う

場
合
と
、
80
％
を
使
っ
て
２
日
に
１
度

洗
う
場
合
と
で
は
、
電
気
と
水
道
合
わ

せ
て
年
間
約
５
１
１
０
円
の
節
約
に

な
り
ま
す
。

ト
イ
レ
で
で
き
る
省
エ
ネ

　

ト
イ
レ
を
使
わ
な
い
と
き
に
温
水

洗
浄
便
座
の
フ
タ
を
閉
め
る
だ
け
で
、

年
間
約
１
１
５
０
円
の
節
約
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
温
度
設
定
を
弱
に
す
る

こ
と
で
便
座
暖
房
は
年
間
約
８
７
０

円
、
洗
浄
水
は
約
４
５
０
円
の
節
約
に

な
り
ま
す
。
小
さ
な
金
額
で
す
が
、
温

度
設
定
を
季
節
に
よ
っ
て
変
え
る
と

確
実
な
節
約
に
繋
が
り
ま
す
。

出
典
：
経
済
産
業
省　

北
海
道
経
済
産
業
局　

　
　
　

実
践
お
う
ち
で
省
エ
ネ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り

（
２
０
２
０
年
度
版
）

　

次
回
も
財
布
と
地
球
に
優
し
い
省

エ
ネ
節
約
術
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、

お
楽
し
み
に
!!

・省エネ 節約 コーナー

ジ
オ
パ
ー
ク
的
写
真
映
え
ス
ポ
ッ
ト

  

解
氷
期
に
の
み
出
現 

然
別
湖
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
イ
ス

　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
１
年
の
中
で
４

月
後
半
か
ら
５
月
初
旬
に
し
か
見
ら
れ
な

い
然
別
湖
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
イ
ス
で
す
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ア
イ
ス
は
、
そ
の
名
の
と

お
り
、
ろ
う
そ
く
の
よ
う
に
細
長
く
割
れ

た
透
明
な
湖
の
氷
で
す
。
湖
の
氷
が
融
け

て
い
く
中
で
現
れ
ま
す
。

　

然
別
湖
は
冬
の
間
、
全
面
結
氷
し
、
そ

の
氷
の
厚
さ
は
50
㎝
を
超
え
ま
す
。
氷
は
、

空
気
の
冷
た
さ
が
伝
わ
っ
て
、
湖
の
表
面

か
ら
下
の
方
に
向
か
っ
て
成
長
し
て
い
き

ま
す
。春
に
な
る
と
、気
温
が
上
が
る
の
で
、

氷
の
成
長
は
止
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
温

か
な
空
気
が
や
っ
て
く
る
氷
の
上
面
と
、

凍
ら
な
か
っ
た
温
か
な
水
が
残
っ
て
い
る

氷
の
下
面
両
方
か
ら
融
け
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
解
氷
が
進
み
、
氷
の
上
に
積
も
っ

て
い
た
雪
が
融
け
る
と
、
太
陽
の
光
が
氷
の

中
に
ま
で
差
し
込
み
ま
す
。
陽
の
光
が
、
氷

の
結
晶
の
境
目
を
融
か
し
、
湖
氷
が
散
け
て

キ
ャ
ン
ド
ル
ア
イ
ス
と
な
る
の
で
す
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ア
イ
ス
が
縦
に
長
い
の
は
、

湖
の
氷
が
、
下
に
向
か
っ
て
縦
に
成
長
し
て

い
っ
た
か
ら
、
そ
し
て
、
細
長
く
割
れ
る
の

は
、
そ
こ
に
氷
の
結
晶
の
境
目
が
あ
る
か
ら

な
の
で
す
。
独
特
な
形
は
、
湖
氷
の
成
り
立

ち
と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

然
別
湖
畔
で
は
、
４
月
の
後
半
頃
か
ら
、

岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
イ
ス

を
み
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の

ガ
イ
ド
事
業
者
が
例
年
然
別
湖
で
実
施
し
て

い
る
「
融
氷
ウ
ォ
ー
ク
」
や
「
春
の
カ
ヌ
ー
」

と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
湖
に
浮
か
ん

で
い
る
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
イ
ス
を
手
に
取
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
ぜ
ひ
、
解
氷
の
時
期
限
定

の
珍
し
い
氷
を
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
：
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
事
務
局
（
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
）

☎
67
・
２
０
８
９

HP

然別湖のキャンドルアイス
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４月診療の４月診療の
ご案内ご案内

●
総
合
内
科
・
消
化
器
内
科
診
療

 　

担　
　

当
：
林
修
也
院
長

●
一
般
外
科
・
消
化
器
外
科
診
療

　
担　
　

当
：
白
山
真
司
副
院
長

●
眼
科
診
療

　
　
４
月
14
日
（
木
）・
26
日
（
火
）

　

検　
　

査
：
午
後
３
時
〜　

　

診
療
時
間
：
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

　

担　
　

当
：
ひ
か
り
眼
科
院
長

●
泌
尿
器
科
診
療　 

　
４
月
５
日
（
火
）

　

診
療
時
間
：
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

担　
　

当
：
帯
広
協
会
病
院
泌
尿
器
科
医
師

●
脳
神
経
内
科
診
療

４
月
11
日
（
月
）

　

診
療
時
間
：
午
後
２
時
〜
４
時

　

担　
　

当
：
北
斗
病
院
脳
神
経
内
科
部
長

●
形
成
外
科
診
療　

４
月
18
日
（
月
）

　

診
療
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
循
環
器
内
科
診
療
　

　
　
　
　
　
　
　
４
月
８
日
・
22
日
（
金
）

　

診
療
時
間
：
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　

担　
　

当
：
厚
生
病
院
総
合
診
療
科
医
長

●
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

毎
週
水
曜
日
（
休
診
日
を
除
く
）

　

実
施
時
間
：
午
後
１
時
〜
３
時

　

担　
　

当
：
当
院
の
院
長
等
が
対
応

日
3

10

17

24

土
2

9

16

23

30

金
1

8
循環器内科

15

22
循環器内科

29
（昭和の日）

木

7

14
夜間診療
眼科

21

28

水

6
小児ワクチン

13
小児ワクチン

20
小児ワクチン

27
小児ワクチン

火

5
泌尿器科

12

19

26
夜間診療
眼科

月

4

11
脳神経内科

18
形成外科

25

　☎66•2031
お知らせ
国保病院からの

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

暮
ら
し
に
役
立
つ
豆
知
識

商
工
観
光
課
☎
66
・
４
０
３
４

ＱＡ Ｑ

Ａ

Ａ
に
合
っ
た
サ
イ
ズ
を
知
っ
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
。

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
充
電
し
て

い
た
ら
と
て
も
熱
く
な
っ
て
い
た
。

大
丈
夫
か

バ
ッ
テ
リ
ー
や
充
電
ケ
ー
ブ
ル
が

故
障
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
異
常
に
熱
く
な
っ
て
い
る
と

き
は
充
電
を
や
め
て
メ
ー
カ
ー
や

販
売
店
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
ま
ま
充
電
を
続
け
る
と
発
火
や

爆
発
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

 

ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
プ
リ
を
購
入
し

て
服
用
し
た
ら
、
急
激
に
痩
せ
て
体

調
が
悪
化
し
た

サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
は
体
質
に
合
わ

な
か
っ
た
り
、
大
量
に
服
用
す
る

と
健
康
に
害
を
及
ぼ
す
成
分
が
含

ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、薬
を
服
用
し
て
い
る
場
合
、

薬
の
作
用
に
影
響
が
出
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
、
服
用
前
に
医
師
に

相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

若
者
に
多
い
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
③　

　

最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を

簡
単
に
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

便
利
な
生
活
を
送
れ
る
一
方
で
、

事
故
や
故
障
、
誤
っ
た
使
用
に

よ
る
ケ
ガ
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に

あ
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
故

に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
商
品
を

選
ぶ
と
き
は
安
全
性
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
使
用
前
に
取
扱
説
明
書

を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

 

ネ
ッ
ト
で
格
安
の
カ
ラ
ー
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
見
つ
け
た
。

買
っ
て
も
大
丈
夫
か

カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

は
「
高
度
管
理
医
療
機
器
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
購

入
す
る
際
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

認
証
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い

る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
眼
科
を
受
診
し
て
自
分

Ｑ   

☎66•2031

4 月 のカレンダー
■赤ちゃんの日（子育て支援センター 10:00）■移

動図書館車巡回（瓜幕団地15:00、瓜幕支所15:20）

■神田一明、日勝展ギャラリートーク (神田日勝記

念美術館 14:00)

■赤ちゃん・幼児のおはなし会（図書館10:30）

■おひざだいすき!!(6カ月児対象)（トリムセンター

13:00）■6カ月児・12カ月児健診（トリムセンター

13:00）

■誕生会（子育て支援センター 10:00）

■3カ月児・4カ月児相談（トリムセンター 13:00）

■シルバー体操教室（トリムセンター 10:00）■は

じめましての日（子育て支援センター 13:00)■移

動図書館車巡回 (もみじの里・瓜幕団地 15:00/瓜幕

支所 15:20）

（昭和の日）

■こども園しかおい入園式（こども園しかおい 

9:00）■上幌内保育所入所式ならびに進級式（上幌

内保育所 10:30）■赤ちゃん・幼児のおはなし会（図

書館10:30）

■保育所入所式ならびに進級式（瓜幕保育所 9:00/

通明保育所 10:00）■18カ月児・3歳児健診・4歳

児フッ素塗布（トリムセンター 13:00）

■小学校入学式（瓜幕小学校 9:00/通明小学校 9:30/

上幌内小学校 10:00/笹川小学校 10:00/鹿追小学校 

10:30）■中学校入学式（瓜幕中学校 10:40/鹿追中

学校 12:40）■高等学校入学式（鹿追高等学校 

14:15）

■トランポリンの日（子育て支援センター 11:00・

13:30）

■ 神 田 一 明、 日 勝 展 ( 神 田 日 勝 記 念 美 術 館 

10:00)~6/26■おひざだいすき!!(24カ月児対象)（ト

リムセンター 13:00）■24カ月児・30カ月児相談（ト

リムセンター 13:00）

■シルバー体操教室（トリムセンター 10:00）■移

動図書館車巡回（もみじの里15:00）

15（金）

16（土）

17（日）

18（月）

19（火）

20（水）

21（木）

22（金）

23（土）

24（日）

25（月）

26（火）

27（水）

28（木）

29（金）

30（土）

1（金）

2（土）

3（日）

4（月）

5（火）

6（水）

7（木）

8（金）

9（土）

10（日）

11（月）

12（火）

13（水）

14（木）

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら、各種イベント・公共施設の制限や中止・
延期を行っています。今後も諸般の事情に
より行事の日時変更や中止となる場合がご
ざいますので、あらかじめご了承ください。

役場庁舎（☎ 66-2311）
● 戸籍住民窓口時間延長 … 水曜日 19：00 まで（予約制）
● マイナンバーカード受取窓口…上記並びに毎月第3土曜（予約制）

トリムセンター （☎ 66-1311）
●  トリムセンターでの健康相談  …  随時（事前にご連絡ください）

子育て支援センター（☎ 66-1165）
● 赤ちゃんの日  …  月１回 10：00 〜 11：30
● はじめましての日  …  月１回 13：00 〜 17：00
● 未就園児園開放日  …  年 10 回 9：30 〜 11：30

うりまく夢創造館（☎ 67-2111）
● 開館日  …  毎週 木 • 金 • 土曜日 9：00 〜 16：00 

国保病院（☎ 66-2031）
●  診療のお知らせ  …  20 ページに掲載。
●  救急診療  …  毎日、いつでも対応します。事前にご連絡ください。
● BCG 予防接種  …  第 2 火曜日 15：00 〜 16：00
● MR･4 種混合ワクチンなどの予防接種  …  水曜日 13：00 〜 15：00
　 ※ ワクチンの予約は接種日の１週間以上前にお願いします。

図書館（☎ 69-7170）
● 開館時間延長  …  金曜日 19：00 まで 
● 赤ちゃん・幼児のおはなし会  …  第 1・3 水曜日 10：30
　 ※ こども園・小中学校への移動図書館車巡回の予定はホーム

ページに掲載しています。
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このページは、とかち広域消防局 鹿追消防署が発行した原文のまま掲載しています。

国民年金

町民課戸籍年金窓口係

Information
忘れていませんか？
国民年金の　　　 手続き

国
民
年
金
の
種
類
は
３
種
類

　

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
次
の
３
つ
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
第
１
号
被
保
険
者
】

農
林
漁
業
者
や
自
営
業
者
、
学
生
、
フ

リ
ー
タ
ー
、
無
職
の
方
な
ど
や
、
そ
の

配
偶
者
で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

【
第
２
号
被
保
険
者
】

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
（
民
間

会
社
員
や
団
体
職
員
、
公
務
員
な
ど
）

【
第
３
号
被
保
険
者
】

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者

転
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど

生
活
の
変
化
に
合
わ
せ
て
届
け
出
を

　

　

ご
本
人
や
配
偶
者
の
転
職
・
退
職
や
結
婚

な
ど
に
よ
り
国
民
年
金
の
加
入
種
別
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
資
格
取

得
な
ど
の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
下

表
参
照
）

　

届
け
出
を
忘
れ
国
民
年
金
に
未
加
入
の
ま

ま
だ
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
が
減
額
さ
れ

た
り
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

の
障
害
年
金
や
死
亡
し
た
場
合
の
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

▼
帯
広
年
金
事
務
所

　
☎
０
１
５
５
・
25
・
８
１
１
３

▼
町
民
課 

戸
籍
年
金
窓
口
係

　
☎
66
・
４
０
３
１
（
内
線
１
７
７
・
１
７
８
）

こんなとき 被保険者の種別 届け出先

会社を退職したとき 第２号→第１号 役場（離職日が確認できるものと、マ
イナンバーまたは基礎年金番号が必要）

配偶者が会社を退職したとき 第３号→第１号
役場（配偶者の離職日が確認できるも
のと、マイナンバーまたは基礎年金番
号が必要）

結婚や退職で配偶者（第２号被保
険者）の扶養となったとき

第１号↘
第２号↗　 配偶者の勤務先

配偶者（第２号被保険者）の扶養
からはずれたとき 第３号→第１号

役場（扶養からはずれた日が確認でき
るものと、マイナンバーまたは基礎年
金番号が必要）

第３号

転職・退職・結婚

令和４年４月から
年金手帳は基礎年金番号通知書に変わります。

　令和４年４月１日以降、国民年金制度または被用者年金制度（厚生年金）に初めて加入する方には、
「基礎年金番号通知書」が発行されます。
　既に年金手帳をお持ちの方には、「基礎年金番号通知書」は発行されません。令和４年４月１日以
降も、年金手帳は基礎年金番号が確認できる書類としてご利用できますので、引き続き年金手帳は
大切に保管してください。
■年金手帳を紛失した場合
　年金手帳の紛失などにより令和４年４月１日以降に再発行を希望される場合は、年金手帳に代わ
り「基礎年金番号通知書」の再交付を申請することができます。

変変更更   
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健幸福祉のページ
保健福祉課（トリムセンター内）

☎ 66・1311 F66・1818

ふ しくけんこう

Houkatsu 　　地域包括支援センターは
　　　　　　高齢者の方の総合窓口です

包
括
ケ
ア
係

　医療や福祉などの公的サービスのほか、地域
内にあるさまざまな社会資源を総合的に活用
し、制度を超えて高齢者の生活を支援します。

「介護保険を利用したい」

「今の健康を維持したい」

といった介護や健康についての相談に対応しま
す。

　地域包括支援センターは、保健師や社会福祉士、主任ケアマネジャーが配置されて
います。高齢者の生活上の困りごとに対して、介護だけではなく、福祉、保健、医療
などさまざまな分野から総合的に高齢者とその家族を支える機関です。

　地域包括支援センターで
は、さまざまな事業を通じ
皆様の生活をサポートしま
す。

地域の高齢者の総合的な窓口

　要介護認定の結果「要支援１・２」の判定が
出た高齢者を対象に「介護予防ケアプラン」の
作成を行っています。
　介護予防につながる介護サービスの利用方法
を話し合いながら決めていきます。
　また、要介護認定で「非該当」の判定が出た
方や介護予防に取り組みたい方への支援を行
い、必要なケアを検討します。

介　護　予　防

　高齢者がいつまでも住み慣れた地域で安心
して暮らせるように、介護に関わるケアマネ
ジャーへの指導や支援を始めとして、様々な関
係機関や地域のみなさまと協力できるネット
ワークづくりや、新たな生活支援サービスの創
設などの中心的な役割を担っています。

地域での暮らし

　高齢者に対する詐欺や悪徳商法などの消費者
被害への対応を行っているほか、成年後見制度
の活用をサポートしたり、高齢者虐待の早期発
見や防止に努めています。

権利を守る

　

　

Fukushi

障
が
い
児
等
通
所
費
補
助
制
度
お
よ
び

プ
ー
ル
の
利
用
料
減
免
に
つ
い
て

鹿
追
町
障
が
い
児
等
通
所

費
補
助
制
度
に
つ
い
て

▼
令
和
３
年
度
利
用
分
の
申
請
を

受
付
中
で
す

　

機
能
回
復
訓
練
施
設
お
よ
び
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
ま
た
は
通
所
し
て
い
る

障
が
い
児
（
者
）
が
対
象
で
す
。

○
児
童
の
通
所
に
か
か
る
交
通
費

○
入
所
（
入
寮
）
児
童
に
対
す
る
保
護

者
の
面
会
に
要
す
る
交
通
費

○
障
が
い
者
の
社
会
復
帰
お
よ
び
社
会

参
加
を
目
的
と
し
た
町
外
施
設
へ
の

通
所
に
か
か
る
交
通
費

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

〈
対
象
期
間
〉

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　

  

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

〈
申
請
締
切
〉

　

令
和
４
年
４
月
20
日
（
水
）

〈
問
合
せ
先
〉　

福
祉
係

プ
ー
ル
の
利
用
料
減
免

に
つ
い
て

〈
対
象
者
〉

① 

身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
方

② 

要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方

い
ず
れ
も
町
内
者
・
町
外
者
は
問
い
ま

せ
ん
。

〈
減
免
期
間
〉

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　

  

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

〈
対
象
施
設
〉

　

健
康
温
水
プ
ー
ル
し
か
お
い

〈
利
用
方
法
〉

　

障
害
者
手
帳
や
介
護
保
険
認
定
書
を

持
参
の
上
、
対
象
施
設
の
受
付
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
（
※
シ
ー
ズ
ン
券

を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
福
祉
係
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
）。

〈
問
合
せ
先
〉　

福
祉
係

医
療
費
の
助
成　

▼
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成

に
つ
い
て

〈
対
象
と
な
る
方
〉

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
を

交
付
さ
れ
て
い
る
方
。

　
　

３
級
は
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
障
害
に
限
り
ま
す
。

○
療
育
手
帳
「
Ａ
」
ま
た
は
、「
重
度
」

と
判
定
（
診
断
）
さ
れ
た
方
。

○
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
交
付
さ

れ
て
い
る
方
。

▼
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　

に
つ
い
て

〈
対
象
と
な
る
方
〉

○
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
か
監
護
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
親
ま
た
は

父
親
と
そ
の
子
。

○
両
親
の
死
亡
、
行
方
不
明
な
ど
の
理

由
で
両
親
以
外
の
人
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
子
。

ひ
と
り
親
家
庭
で
な
い
場
合
で
も
次

に
該
当
さ
れ
る
方
は
対
象
と
な
り
ま

す
。

○
生
計
を
主
と
す
る
世
帯
主
が
重
度
の

障
が
い
を
持
ち
、
長
期
に
わ
た
り
労

働
能
力
を
失
っ
て
い
る
場
合

○
長
期
に
わ
た
り
拘
禁
さ
れ
て
い
る
た

め
に
そ
の
扶
養
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合

※
な
お
、
生
計
維
持
者
の
所
得
の
状
況

に
よ
り
、
助
成
の
対
象
外
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
国
保
医
療
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

福祉係

　

鹿
追
町
で
は
、
町
内
在
住
の
重
度
心
身
障
が
い
者
・
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
、
医

療
費
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

Kokuho

重
度
心
身
障
が
い
者
・
ひ
と
り
親
家

庭
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

国保医療係



2727 広報しかおい2022.4 2626広報しかおい2022.4

新着リスト Twitter

YouTubeFacebook

今月のオススメ

  「へいわとせんそう」

たにかわ　しゅんたろう/文
Noritake/絵

あなのなかから…    　　  ／さいとう　しのぶ

こちょこちょももんちゃん  ／とよた　かずひこ

【小学生向け】
世界の歴史366　　　　　　　　  ／祝田　秀全
アイヌ民族27の昔話  　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　 　／北原　モコットゥナシ

【中高生向け】
詩集『青猫』より　　　　　     ／萩原　朔太郎

脱炭素時代を生き抜くための「エネルギー」入門
　　　　　　　　　　　　　　　　／齋藤　勝裕
日常の絶景　　　　　　　　　　　　　 ／八馬　智
花見ぬひまの　上・下（大活字本シリーズ）
　　　　　　　　　　　　　　 ／諸田　玲子

今月の新着 127 冊の中からおススメを紹介！
乳
幼
児
向
け

学
生
向
け

TEL•FAX 69•7170

〜本を読む自由が失われませんように〜

　日本国憲法の「〜我らは、全世界の国民が、

等しく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに

生存する権利を有することを確認する。」とい

う一文が改めて目に飛び込んできました。歴

史や世界を学び穏やかな解決法を探る。その

一助にぜひ図書館をご利用ください。

一
般
向
け

おまとめQR

をご覧いただけるQRコードです。

図書館NEWS

美しいイラストとともに文学作品を楽しむ「乙女の本棚」シリーズ

　「へいわのボク・ワタシ」と、「せんそうの
ボク・ワタシ」。同じはずのボクやワタシが、
平和のときと戦争のときでは違った姿を見せ
ます。見開きで描かれた、それぞれのチチ・
ハハ、道具、行列、まち、雲……。ちいさな
子供にわかりやすく、大人には、突きつけら
れるものがあります。子供達には『感じてほ
しい』、大人の私たちは『かみしめたい』本です。

知っていますか？

リサイクル

町民課 住民生活係
☎︎66•4031

Q　A&

ごみの直接搬入をご利用くださいごみの直接搬入をご利用ください
　　引っ越しなどでごみが大量に出る場合、直接搬入することができます
のでご利用ください。

○燃やすごみ・燃やさないごみ・大型ごみ
搬入場所：帯広市西 24 条北４丁目１−５　くりりんセンター
電話番号：0155 − 37 − 3550
搬  入  日：月曜日〜土曜日　午前９時〜午後５時
休  館  日：日曜日・７月第３月曜日（海の日）
　　　　　10 月第２月曜日（スポーツの日）
　　　　　年末年始（12 月 31 日午後〜１月２日）
料  　  金：10kg あたり 170 円　※町指定の有料袋に入れる必要はありません
　計量窓口で町名とごみの種類を申告してください。処理料金は退場時に計
量窓口でお支払いください。（支払いは現金のみです。）

○資源ごみ
搬入場所：鹿追町元町４丁目 10 番地　ひまわりセンター
電話番号：0156 − 66 − 4118
搬  入  日：月曜日〜金曜日　午前９時〜午後５時
休  館  日：土曜日及び日曜日・祝祭日、年末年始（12 月 29 日〜１月３日）

写真・文／然別湖ネイチャーセンター
https://www.nature-center.jp

Lake SHIKARIBETSU

しかりべつ湖

 『 融氷の時 』

　
陽
射
し
が
強
さ
を
増
し
て
く
る
４
月
。

　
結
氷
し
た
然
別
湖
の
湖
上
は
冬
季
間
展

開
し
て
い
た
鹿
追
町
冬
の
イ
ベ
ン
ト
「
し

か
り
べ
つ
湖
コ
タ
ン
」
の
イ
グ
ル
ー
た
ち

が
、
春
の
暖
か
さ
で
融
け
て
姿
を
消
し
、

真
っ
白
な
雪
原
へ
と
景
色
は
変
わ
り
ま
し

た
。

　
然
別
湖
を
覆
っ
て
い
る
氷
は
厚
み
が
１

メ
ー
ト
ル
余
り
に
も
な
る
の
で
、
完
全
に

融
け
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先
の
お
話
。
氷
は

ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
湖
水
に
戻
っ

て
い
く
の
で
す
が
、
そ
の
様
は
大
き
な
氷

の
塊
が
バ
ラ
バ
ラ
と
細
い
ろ
う
そ
く
ほ
ど

の
大
き
さ
に
崩
れ
て
い
き
ま
す
。
陽
射
し

が
氷
塊
に
ヒ
ビ
を
入
れ
て
い
き
風
が
分
解

し
て
い
く
の
で
す
が
、
細
か
く
分
解
さ
れ

た
氷
は
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
イ
ス
」
と
呼
ば

れ
、
然
別
湖
の
春
の
風
物
詩
で
す
。

　
昨
年
か
ら
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
用
の
ド
ラ
イ
ス
ー
ツ
を

着
込
ん
で
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
イ
ス
と
な
っ

て
融
け
て
い
く
様
子
を
観
察
す
る
ツ
ア
ー

を
始
め
ま
し
た
。
浮
力
の
あ
る
ス
ー
ツ
な

の
で
、
氷
が
所
々
薄
く
な
り
水
面
が
顔
を

だ
し
て
い
る
所
で
は
ぷ
か
ぷ
か
水
に
浮
か

び
な
が
ら
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
イ
ス
を
観
察
で

き
ま
す
。
氷
の
縁
を
手
で
押
す
と
キ
ャ
ン

ド
ル
ア
イ
ス
と
な
り
ほ
ぐ
れ
て
い
き
、
手

に
取
り
太
陽
に
か
ざ
す
と
き
ら
き
ら
と
輝

き
、
ま
る
で
宝
石
の
よ
う
な
美
し
さ
。
多

角
柱
の
形
状
の
氷
は
人
間
が
作
ろ
う
と

思
っ
て
も
な
か
な
か
作
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
細
か
く
な
っ
た
氷
は
水
に
還

る
速
度
を
増
し
、
わ
ず
か
数
日
で
融
け
て

な
く
な
っ
て
し
ま
う
儚
い
現
象
で
す
。

　
日
中
の
暖
か
さ
に
野
鳥
た
ち
も
「
囀

さ
え
ず

り
」

を
始
め
、
そ
の
軽
や
か
な
歌
声
か
ら
春
の

訪
れ
を
喜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　
ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
着
実

に
色
を
濃
く
し
て
い
る
春
。

　
そ
し
て
、
静
か
に
姿
を
消
し
て
い
く
冬
。

季
節
の
移
り
替
わ
り
を
感
じ
ま
す
。
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昭
和
十
九
年
、
二
十
年
は
食
料
難
で
困
っ
た
時
代
。
麦
、
イ
ナ
キ
ビ
が

あ
れ
ば
、
ま
だ
い
い
。
隣
同
士
で
貸
し
借
り
が
ひ
ん
ぱ
ん
で
し
た
。

　
親
は
い
つ
も
、
米
を
い
っ
ぱ
い
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
さ
せ
た
い
と
、
口

癖
に
言
っ
て
い
た
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
大
豆
、
金
時
、
ト
ウ
キ
ビ
、
い
も
、
な
ど
食
べ
て
生
き
な
が
ら
え
る
日
々

で
し
た
。
今
年
も
、
い
も
の
花
が
咲
か
な
い
と
言
っ
て
は
、
心
配
し
て
い

ま
し
た
。
戦
争
が
長
く
続
く
と
、
悪
天
候
で
凶
作
が
続
く
ん
だ
と
、
大
人

の
人
達
は
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
当
時
、
伝
染
病
に
な
る
と
大
変
で
し
た
。
結
核
病
が
多
く
、
入
院

も
で
き
ず
、
死
を
待
つ
し
か
な
い
の
で
す
。

　
こ
れ
は
栄
養
失
調
か
ら
く
る
ん
だ
と
言
っ
て
は
、
自
給
自
足
の
生
活
を

考
え
て
、
鶏
、
山
羊
、
牛
、
綿
羊
を
飼
育
す
る
よ
う
に
な
り
近
所
と
話
し

合
い
し
た
り
相
談
し
て
い
ま
し
た
ね
。

　
め
ず
ら
し
い
も
の
が
あ
る
と
お
た
が
い
、
食
べ
て
ね
、
と
持
っ
て
く
る
。

も
ら
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
は
、
持
っ
て
い
く
。
近
所
は
仲
良
く
し
て
暮
ら

し
ま
し
た
。

　
エ
ゴ
マ
の
、
ぼ
た
も
ち
が
美
味
し
か
っ
た
よ
ね
、
砂
糖
（
キ
ュ
ー
バ
糖
）

は
不
思
議
に
配
給
だ
っ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

　
春
先
に
は
鰊
も
配
給
で
。
二
月
の
末
頃
か
ら
、
箱
詰
め
で
五
箱
か
ら
十

箱
で
す
か
ら
、
大
仕
事
。
カ
ヅ
ノ
コ
や
白
ら
こ
も
沢
山
。
二
月
だ
か
ら
寒

い
の
で
、
ハ
エ
が
飛
ば
な
い
の
で
助
る
し
、
い
い
み
が
き
鰊
が
出
来
上
る

の
で
す
。
不
思
議
な
こ
と
に
、カ
ラ
ス
は
い
な
か
っ
た
。
子
供
の
お
や
つ
は
、

串
干
し
の
鰊
を
炉
端
で
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
が
五
年
位
続
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は
「
骨
は

丈
夫
で
す
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
鰊
の
お
か
げ
か
な
あ
と
思
っ
て
生

き
て
い
ま
す
。

終
戦
前
後
の
記
憶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
ス
エ
子

絡
み
た
る
糸
と
糸
と
を
解
す
に
は

　
　
　
　
　
　
時
間
忍
耐
ど
れ
程
掛
か
る
　
　
　
　
　
　
　
白
石
　
知
徳

ユ
ル
リ
島
暮
ら
す
野
性
の
馬
た
ち
に

　
　
　
　
　
　
会
い
た
く
な
っ
た
と
呟
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　
髙
橋
真
奈
美

「
順
番
に
人
は
逝
く
の
さ
」
分
か
っ
て
は
い
て
も

　
　
　
　
　
　
悲
し
き
言
葉
を
呑
み
込
む
　
　
　
　
　
　   

尾
上
ひ
と
み

な
に
か
し
ら
心
の
隅
に
居
座
る
も

　
　
　
　
　
　
曖
昧
に
し
て
如
月
終
わ
る
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
利
子

短
歌
会
詠
草

残
生
や
残
雪
惜
む
ス
キ
ー
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袴
田
ゆ
き
男

賞
を
受
く
学
究
の
子
や
う
ら
ら
け
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
と
も
子

星
か
く
す
薄
き
雲
よ
り
春
の
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
夏
美

四
季
の
会

マ
ン
ネ
リ
の
お
家
時
間
よ
春
浅
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
辺
　
美
佳

脳
ト
レ
の
画
面
を
埋
め
る
春
の
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埴
渕
　
洋
子

雪
解
け
の
何
時
か
な
く
な
る
小
川
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
植
村
ま
ど
か

カ
ー
リ
ン
グ
団
結
力
は
熱
熱
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
末
子

鹿
笛
吟
社

泣
き
笑
い
こ
み
あ
っ
て
い
る
年
の
豆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
俣
　
君
子

ぐ
ん
と
伸
び
庭
木
の
腕
か
い
な

寒つ

き月
を
抱
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
朝
子

水
墨
と
生
き
た
半
生
雪
と
住
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
　
輝
子

白
寿
大
学
俳
句

春
め
き
て
夫
を
励
ま
す
万
歩
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
上
お
さ
む

新
雪
を
漕
い
で
遊
び
に
来
た
る
猫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
み
ち
子

わ
れ
先
に
餌
に
群
が
る
寒
す
ず
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
い
さ
を

夏
木
句
会

町民文芸　

町民課　戸籍年金窓口係

戸 籍 の 　 　 　 口窓

ごめいふくを
　　お祈りします

伊藤　洋子さん　　73歳

古後美枝子さん　　88歳

小林　昭子さん　　69歳

亡
死

２月受付分

こんにちは
　　よろしく

小川晃
こ う た ろ う

太郎くん       健介さん・紀美子さん

宮澤　紗
さ

梛
な

ちゃん　航太さん・桃子さん

南部　　朔
さく

くん       卓哉さん・真代さん

生
出

結 いついつまでも
　　おしあわせに婚

なし

人 の う ご き
 2月末現在（外国人を含む）

（対前月比）

世 帯 2507戸 （+   2）
人 口 5239人 （+   5）
　 男 2576人 （+   3）
 女 2663人 （+   2）

善
意

　
　
　
　

  

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
敬
称
略
）

■
金
銭
預
託
な
ど

▽
町
へ

・  

神
谷
ふ
じ
子                         

＝
30
万
円

・  

三
井
家　

                     

＝
２
０
０
万
円

■
物
品
な
ど

▽
町
へ

・  

鹿
追
小
学
校
エ
コ
委
員
会
（
北
村
匠
委

員
長
）  

＝
リ
ン
グ
プ
ル
18
キ
ロ
グ
ラ
ム

・  

有
限
会
社
健
勝
重
建
（
相
澤
政
則
代
表

取
締
役
）      

＝
図
書
カ
ー
ド
４
万
円
分

▽
福
祉
団
体
な
ど
へ

・  

公
益
社
団
法
人
帯
広
地
方
法
人
会
鹿
追

地
区
会
（
窪
田
秀
俊
会
長
）

 　
　
　
　
　
　
　

    

＝
牛
乳
券
２
０
０
枚

鹿追の情報を
もっと身近に

鹿追町お知らせアプリ「ミ ジ カ」

iPhone
の方はこちら

Android
の方はこちら

防災・気象・交通・緊急情報
福祉・医療・生涯学習
スポーツ・観光・イベント
ごみ・暮らしの情報

子育て・防災しかおい配信内容

今
月
の
表
紙

今
月
の
表
紙
は
、
３
月
15
日
に
行
わ

れ
た
鹿
追
中
学
校
の
卒
業
式
後
の
１
枚
で

す
。中

学
校
生
活
の
半
分
以
上
を
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
せ
ら
れ
た
卒
業
生
た

ち
。
い
ろ
い
ろ
な
困
難
が
あ
り
な
が
ら
も

た
く
さ
ん
の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
学
校
を

巣
立
ち
ま
し
た
。

新
た
な
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
れ
！
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４４
月
号

令
和
4
年
３
月
25
日
（
毎
月
１
回
25
日
発
行
）

●
発
行
／
鹿
追
町
役
場  

●
編
集
／
企
画
課
広
報
広
聴
係
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〒 081-0292　北海道河東郡鹿追町東町 1 丁目 15 番地 1
☎ 0156（66）2311　℻ 0156（66）1020
鹿追町ホームページ　https://www.town.shikaoi.lg.jp/
＊市外局番は［0156］です

卒業してもずっと友達だよ
3月1日　第69回北海道鹿追高

等学校卒業証書授与式

まち

ちち

か ど

パ レ ツ ト

おだいり様とおひな様、勢ぞろい！3月3日　こども園ひなまつりの集い

学びを忘れずそれぞれの道へ
3月9日　令和3年度鹿追町産業研修生修了式

中学生活最後のホームルーム

3月15日　第75回鹿追中学
校卒業証書授与式

自分を信じて自分らしく未来を歩む
3月15日　第75回瓜幕中学校卒業証書授与式

鹿追町役場

鹿追町役場


